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　平成24年第１回定例会一般質問通告者は19名で３月14日の質問者は６名、しかし14日夜半に市

長緊急入院のため、翌15日全員協議会にて15日以降の一般質問通告者の質問は中止となりまし

た。（質問予定議員は次のとおり）佐々木彰、佐藤実、安藤喜昭、佐々木英章、小野誠滋、八巻

善一、中村正明、丹治千代子、菅野喜明、高橋一由、大和田俊一郎、松本善平、半澤隆以上13名

でした。



　
　
　
　

本
市
の
風
光
明
媚
な
自
然
環

　
　
　

境
と
文
化
・
歴
史
遺
産
・
四
季

の
農
産
物
又
は
、
商
工
業
等
産
業
を
固

有
の
資
源
と
財
産
と
し
て
「
風
評
被

害
」
の
払
拭
に
つ
い
て
の
対
策
を
伺
い

ま
す
。

　
　
　
　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
産
物
関

　
　
　

係
に
つ
い
て
は
、
徹
底
し
た
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
、
食
品
の
新

基
準
値
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
を
超
え
た
品

目
は
流
通
さ
せ
な
い
体
制
を
整
備
の

上
、
消
費
者
に
も
発
信
を
い
た
し
ま

す
。

　

又
、
観
光
資
源
対
策
は
県
・
国
等
の

関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
て
広
域
な

復
興
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
積
極
的
に
参
加

し
な
が
ら
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
か
ら
の

転
換
を
す
る
べ
く
事
業
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

「
歩
き
た
く
な
る
モ
デ
ル
地

　
　
　

区
形
成
計
画
事
業
」
と
し
て
掛

田
・
白
根
地
区
を
計
画
選
定
さ
れ
ま
し

た
が
、
掛
田
地
区
に
於
い
て
は
住
民
説

明
会
で
計
画
イ
メ
ー
ジ
図
に
十
分
な
住

民
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
ず
事
業
の

進
め
方
の
見
直
し
の
声
が
あ
る
が
除
染

と
併
せ
、
進
め
方
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

放
射
能
汚
染
処
理
が
最
優
先

　
　
　

の
声
が
大
で
あ
り
、
提
案
し
た

一
方
通
行
は
目
的
で
は
な
く
手
段
で
あ

り
、
住
民
の
要
望
・
意
見
を
尊
重
し
て

事
業
の
再
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
除

染
処
理
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
農
産
物
・
観
光
等
の「
風
評
被
害
」対
策
は

大橋　良一　議員

　
　
　
　

梁
川
小
学
校
の
移
転
改
築

　
　
　

は
、
検
討
委
員
会
に
よ
り
蚕
種

試
験
場
跡
地
が
候
補
の
一
つ
と
し
て
答

申
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
有
志

の
人
達
か
ら
水
害
の
危
険
性
を
心
配
す

る
声
が
あ
り
ま
す
。
疲
弊
し
た
街
中
の

活
性
化
又
、
治
安
面
等
、
総
合
的
に
適

し
て
い
る
と
思
う
が
市
の
考
え
を
問
い

ま
す
。

　
　
　
　

内
水
対
策
に
つ
い
て
は
伝
樋

　
　
　

川
排
水
機
場
と
湛
水
防
除
、
第

２
排
水
機
場
に
よ
る
内
水
の
排
除
又
排

水
ポ
ン
プ
設
置
等
に
よ
っ
て
実
施
し
て

お
り
、
又
水
防
団
の
内
水
排
除
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
更
に
伝
樋
川
の
改
修
は

三
倍
の
川
幅
で
内
水
対
策
が
強
化
さ
れ

る
も
の
と
、
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

梁
川
町
大
関
字
鹿
ノ
子
地
区

　
　
　

に
、
亜
炭
採
掘
後
が
三
月
十
一

日
の
大
地
震
に
よ
っ
て
陥
没
や
沈
下
な

ど
の
突
然
被
害
が
発
生
し
、生
活
道
路
、

宅
地
、
畑
等
で
あ
り
ま
す
。
生
命
財
産

に
重
大
な
損
傷
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で

早
急
な
対
策
へ
の
考
え
方
は
。

　
　
　
　

東
日
本
大
震
災
災
害
対
策
本

　
　
　

部
の
名
前
で
、
宅
地
災
害
の
復

旧
に
対
す
る
負
担
軽
減
、
そ
れ
か
ら
復

旧
工
事
に
対
す
る
助
成
制
度
の
創
設
な

ど
の
要
請
を
総
務
省
、
国
土
交
通
省
に

対
し
行
う
、
又
特
に
特
定
鉱
害
復
旧
制

度
の
公
害
復
旧
資
金
を
拡
充
し
、
被
害

に
対
応
す
る
よ
う
に
要
請
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

■
梁
川
小
学
校
建
設
に
つ
い
て

原田　建夫　議員
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■

条
　
例

●
伊
達
市
復
興
き
ず
な
基
金
条
例

　

復
興
き
ず
な
基
金
は
、
福
島
県
市
町
村
復
興
支
援
交
付
金

を
活
用
し
、市
の
復
興
に
係
る
事
業
経
費
に
充
当
す
る
た
め
、

新
た
な
基
金
設
置
の
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

●
伊
達
市
暴
力
団
排
除
条
例

　

暴
力
団
の
排
除
を
推
進
し
、
市
民
の
安
全
と
平
穏
な
生
活

を
確
保
す
る
た
め
新
た
に
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

●
伊
達
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
及
び
地
方
法
人
特
別
税
等
に
関
す
る
暫
定
措
置

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
並
び
に
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
に
関
し
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
防
災
の
た
め
の
施

策
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
係
る
地
方
税
の
臨
時
特
例
に
関

す
る
法
律
等
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。

●
伊
達
市
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

水
防
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
第
１
回
定
例
会
は
３
月
８
日
招
集
さ
れ

ま
し
た
。
市
長
か
ら
提
案
あ
り
ま
し
た
案
件
は
、
専

決
処
分
の
報
告
２
件
、
人
事
５
件
、
条
例
制
定
２

件
、
条
例
の
一
部
改
正
12
件
、
平
成
23
年
度
補
正
予

算
15
件
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
当

初
予
算
25
件
、
そ
の
他
１
件
、
決
算
認
定
２
件
の
計

64
件
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
案
件
は
所
管
の
常
任
委
員

会
に
付
託
し
て
審
査
の
後
、
本
会
議
で
採
決
し
た
結

果
、
原
案
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
、
議
員

発
議
に
よ
る
意
見
書
３
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

「
健
幸
都
市
推
進
事
業
」の
進
め

方
を
問
う

亜
炭
廃
坑
に
よ
る
陥
没
と
沈
下

の
対
応
を
問
う



2012年6月14日発行　伊達市議会だよりvol.26　 ６

　
　
　
　

除
染
の
促
進
や
仮
置
き
場
の

　
　
　

確
保
を
ど
の
様
に
進
め
る
の
で

す
か
。

　
　
　
　

エ
リ
ア
を
三
つ
に
分
け
、
生

　
　
　

活
圏
は
二
年
で
除
染
を
進
め
ま

す
。
仮
置
き
場
の
件
で
は
説
明
会
を
開

き
ま
す
。
仮
置
き
場
に
は
小
作
料
の
五

倍
か
ら
十
倍
の
借
地
料
を
払
い
ま
す
。

　
　
　
　

Ｗ
Ｂ
Ｃ
（
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
ー

　
　
　

カ
ウ
ン
タ
ー
）
の
検
査
結
果
を

伺
い
ま
す
。
Ｗ
Ｂ
Ｃ
購
入
時
期
は
い
つ

頃
で
す
か
。
ど
こ
に
委
託
し
ま
す
か
。

　
　
　
　

一
番
高
か
っ
た
の
は
二
ミ
リ

　
　
　

シ
ー
ベ
ル
ト
で
し
た
。
Ｗ
Ｂ
Ｃ

は
八
月
ご
ろ
二
台
購
入
し
、
二
つ
の
病

院
に
配
置
し
ま
す
。

　
　
　
　

水
稲
の
作
付
け
制
限
に
よ
る

　
　
　

損
害
賠
償
は
幾
ら
に
な
る
の
で

す
か
。
作
付
け
可
能
な
所
の
全
袋
検
査

は
、
民
間
で
な
く
公
的
な
所
で
行
う
べ

き
で
す
。
水
田
の
除
染
で
は
反
転
耕
だ

け
で
な
く
、
ロ
ー
タ
リ
ー
耕
で
は
難
し

い
の
で
す
か
。
市
で
独
自
に
進
め
て
い

る
土
壌
調
査
の
状
況
を
伺
い
ま
す
。
試

験
栽
培
に
つ
い
て
も
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

国
は
損
害
賠
償
を
す
る
と
は

　
　
　

言
っ
て
い
ま
す
が
金
額
は
示
し

て
い
ま
せ
ん
。
全
袋
検
査
の
詳
細
な
考

え
は
、
国
か
ら
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

土
壌
調
査
は
千
件
の
調
査
に
な
る
見
込

み
で
す
。
水
田
の
除
染
で
は
出
来
る
だ

け
の
深
耕
を
進
め
て
い
ま
す
。
試
験
栽

培
は
一
農
家
一
箇
所
で
、
三
十
平
方
メ

ー
ト
ル
と
国
か
ら
い
わ
れ
ま
し
た
が
、

市
で
は
も
っ
と
大
規
模
な
面
積
を
交
渉

中
で
す
。

■
除
染
・
Ｗ
Ｂ
Ｃ
検
査
・
水
稲
作
付
け
制
限
を
問
う

菅野　富夫　議員

　
　
　
　

三
月
一
日
に
保
原
小
学
校
が

　
　
　

開
校
し
ま
し
た
。
通
学
道
路
の

安
全
確
保
に
つ
い
て
ど
の
様
な
対
策
を

取
っ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

お
質
し
の
通
学
路
の
課
題
で

　
　
　

す
が
、
早
々
関
係
者
が
集
ま

り
、
会
議
を
い
た
し
ま
し
て
、
信
号
機

の
時
間
の
部
分
に
つ
い
て
は
改
善
を
し

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
通
学
路

の
指
導
体
制
に
つ
い
て
は
、
学
校
で
も

体
制
を
強
化
す
る
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
協
力

す
る
。
伊
達
警
察
署
に
つ
い
て
も
体
制

を
組
む
と
い
う
事
に
な
り
ま
し
た
。
道

路
等
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
と
今
後
交

通
規
制
等
を
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
だ
ろ
う
と
の
こ
と
で
、
今
協
議
が
進

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
24
時
間

　
　
　

見
守
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

市
で
は
、
高
齢
者
の
日
常
生

　
　
　

活
に
お
い
て
異
変
を
察
知
し
た

場
合
に
連
絡
を
い
た
だ
き
、
迅
速
な
保

護
と
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
い
た

し
ま
し
て
、
本
年
一
月
に
民
間
企
業
と

協
定
を
締
結
し
、
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
い
た
し
ま
し
た
。

当
初
参
加
い
た
だ
い
た
企
業
は
、
ヤ
マ

ト
運
輸
㈱
と
㈳
福
島
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
県

北
支
部
保
原
方
部
会
の
二
事
業
所
で

す
。
問
題
の
早
期
発
見
と
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
今
後
も

賛
同
い
た
だ
け
る
事
業
所
団
体
と
協
定

を
結
び
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
歩
行
者
に
優
し
い
道
路
整
備
事
業
に
つ
い
て

菊地　邦夫　議員

●
伊
達
市
消
防
団
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例

　

ラ
ッ
パ
隊
組
織
体
制
確
立
に
よ
る
、
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た
。

●
伊
達
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

開
業
医
の
負
担
軽
減
及
び
第
１
号
被
保
険
者
保
険
料
の
額

を
改
定
し
ま
し
た
。

●
伊
達
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例

　

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
及
び
児
童
ク
ラ
ブ
の
所
在
地
の

変
更
を
し
ま
し
た
。

●
伊
達
市
営
住
宅
等
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推

進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
制
定

に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
伊
達
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

下
水
道
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
改
正
し
ま
し
た
。

●
伊
達
市
伊
達
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
複
合
施
設
館
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

図
書
館
会
議
の
委
員
の
任
命
基
準
及
び
会
議
の
開
催
に
つ

い
て
定
め
ま
し
た
。

●
伊
達
市
奨
学
資
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

奨
学
資
金
の
貸
与
額
の
変
更
に
つ
い
て
改
正
を
行
い
ま
し

た
。

●
伊
達
市
立
学
校
施
設
使
用
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例

　

保
原
小
学
校
の
改
築
に
伴
い
、
講
堂
及
び
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

の
使
用
料
を
追
加
し
ま
し
た
。

●
伊
達
市
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

震
災
に
伴
い
危
険
と
な
っ
た
伊
達
公
民
館
を
取
り
壊
し
、

廃
止
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
公
民
館
施
設
か
ら
伊

達
公
民
館
を
削
除
し
ま
し
た
。

●
伊
達
市
公
民
館
施
設
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例

　

伊
達
公
民
館
の
廃
止
に
伴
い
、
施
設
使
用
料
等
の
項
目
を

削
除
し
ま
し
た
。

高
齢
者
が
安
心
す
る
街
づ
く
り

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
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■

補
正
予
算

●
平
成
23
年
度
伊
達
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

４
億
３
７
１
８
万
９
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
３
４
５

億
６
２
７
９
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
入
で
主
な
も
の
、
国
庫
支
出
金　

減
額
２
億
９
５
９
０

万
２
千
円
、
県
支
出
金　

増
額
８
億
９
９
１
４
万
１
千
円
、

繰
入
金　

減
額
１
１
３
６
万
５
千
円
、
諸
収
入　

増
額
１
億

６
５
３
３
万
９
千
円
、
市
債　

減
額
３
億
１
３
１
０
万
円

　

歳
出
で
主
な
も
の
、
震
災
に
係
る
災
害
復
旧
事
業
費
は
減

額
７
５
４
７
万
１
千
円
、
放
射
能
対
策
費
を
含
む
災
害
対
策

費
減
額　

３
億
２
７
３
５
万
５
千
円
、
そ
の
他
市
債
繰
上
償

還
等
増
額
１
億
２
８
５
０
万
円

●
平
成
23
年
度
伊
達
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

　

算
（
第
４
号
）

　

歳
入
は
、
交
付
額
決
定
に
よ
り
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金

が
減
額
と
な
っ
た
ほ
か
、
過
去
３
年
間
の
医
療
費
の
高
額
化

に
よ
る
共
同
事
業
交
付
金
の
増
額
及
び
国
保
事
業
安
定
化
支

援
事
業
繰
入
金
見
込
額
等
の
増
額
に
よ
る
一
般
会
計
繰
入
金

の
補
正
。

　

歳
出
は
、
一
般
管
理
費
の
予
算
整
理
、
人
件
費
補
正
に
よ
る

減
額
及
び
支
出
見
込
額
の
精
査
に
よ
る
一
般
被
保
険
者
療
養

費
、
葬
祭
費
、
共
同
事
業
拠
出
金
等
の
増
額
に
よ
る
補
正
。

　

補
正
総
額　

増
額
１
６
５
６
万
３
千
円
、
予
算
総
額
75
億

５
１
０
万
８
千
円

●
平
成
23
年
度
伊
達
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

　

算
（
第
２
号
）

　

保
険
基
盤
安
定
負
担
金
の
確
定
に
よ
り
、
一
般
会
計
か
ら

繰
り
入
れ
す
る
額
を
減
額

　

補
正
総
額　

減
額
３
０
２
万
８
千
円

●
平
成
23
年
度
伊
達
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

　

３
号
）

　

歳
入
の
補
正
は
、
東
日
本
震
災
に
よ
る
介
護
保
険
料
の
減

免
額
の
見
込
額
に
よ
る
介
護
保
険
料
の
減
額
、
介
護
給
付
費

交
付
金
の
確
定
に
よ
る
減
額
及
び
一
般
会
計
繰
入
金
の
減
額

補
正
。

　

歳
出
の
主
な
補
正
は
、
実
績
見
込
額
精
査
に
よ
る
保
険
給

　
　
　
　

現
在
、
農
地
の
除
染
や
米
の

　
　
　

作
付
け
制
限
、
検
査
体
制
の
強

化
、
新
た
な
食
品
の
規
制
値
に
よ
り
、

食
の
安
全
は
よ
り
確
保
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
が
、
地
産
地
消
の
推
進
や
伊
達
市

の
農
業
復
興
を
考
え
れ
ば
、
食
の
安
心

へ
の
取
り
組
み
も
重
要
と
考
え
ま
す
。

国
・
県
と
協
力
し
て
独
立
し
検
査
機
関

の
設
置
や
安
全
の
認
定
表
示
の
実
施
な

ど
、
今
後
の
食
の
安
心
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

安
心
へ
の
取
り
組
み
に
お
い

　
　
　

て
は
、
消
費
者
へ
の
情
報
発
信

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の
た

め
に
食
品
の
非
破
壊
検
査
と
全
量
検
査

体
制
を
整
備
し
て
、
こ
れ
ら
の
安
心
を

証
明
す
る
よ
う
な
機
関
の
設
置
あ
る
い

は
整
備
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　

伊
達
市
で
は
現
在
約
１
０
０

　
　
　

０
人
以
上
が
避
難
し
て
い
る
状

況
で
す
。
避
難
者
の
所
在
確
認
や
避
難

者
へ
の
情
報
提
供
、
コ
ン
タ
ク
ト
の
有

無
、
帰
還
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
実
施
な
ど
、
避
難
者
の
帰
還
へ
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

４
月
か
ら
新
た
に
市
民
生
活

　
　
　

課
に
係
を
設
け
、
避
難
者
へ
の

支
援
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
る
か
と
思

い
ま
す
。

■
食
の
安
全
・
安
心
の
た
め
検
査
機
関
の
設
置
を

佐藤　直毅　議員

　
　
　
　

成
年
後
見
制
度
は
、
本
人

　
　
　

（
認
知
者
な
ど
）
が
遺
産
分
割

の
協
議
な
ど
を
す
る
際
に
、
判
断
能
力

が
な
い
こ
と
で
不
利
益
を
被
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
家
族
の
ほ
か
弁
護
士
や
司

法
書
士
、
社
会
福
祉
士
な
ど
が
成
年
後

見
人
と
し
て
本
人
の
財
産
や
権
利
を
守

る
も
の
で
す
。
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、
認

　
　
　

知
症
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
ま

し
て
、
成
年
後
見
制
度
の
必
要
性
は
高

ま
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
、
民
生

委
員
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

と
連
携
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
推
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

成
年
後
見
制
度
へ
の
取
り
組

　
　
　

み
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

　
　
　
　

こ
れ
か
ら
の
認
知
症
対
策
と

　
　
　

い
う
の
は
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
社
会

的
な
中
で
財
産
問
題
と
い
う
の
は
、
極

め
て
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
含
ん
で
お
り

ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
の
成
年

後
見
制
度
と
い
う
の
は
重
要
だ
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

子
供
た
ち
が
安
心
し
て
遊
べ

　
　
　

る
場
所
を
確
保
す
る
た
め
、
屋

内
遊
び
場
の
設
置
が
必
要
と
存
じ
ま

す
。
当
局
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　

24
年
度
の
で
き
る
だ
け
早
い

　
　
　

時
期
に
屋
内
遊
び
場
と
い
う
こ

と
で
設
置
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

■「
成
年
後
見
制
度
」の
取
り
組
み
に
つ
い
て

大條　一郎　議員

「
屋
内
遊
び
場
」の
設
置
に
つ
い
て



付
費
等
の
減
額
及
び
介
護
給
付
費
準
備
基
金
積

立
金
の
減
額
補
正
。

　

補
正
総
額　

減
額
１
１
万
９
千
円

●
平
成
23
年
度
伊
達
市
梁
川
簡
易
水
道
事
業
特

　

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
の
主
な
補
正
は
、
水
道
加
入
者
減
に
よ

る
加
入
金
の
減
額
、
事
業
費
精
査
に
よ
る
国
庫

補
助
金
の
減
額
及
び
市
債
の
減
額
等
に
よ
る
補

正
。

　

歳
出
で
は
、
事
業
費
精
査
に
よ
る
維
持
管
理

費
の
減
額
、
建
設
改
良
費
の
減
額
及
び
公
債
費

の
減
額
に
よ
る
補
正
。

　

補
正
総
額　

減
額
４
１
２
万
８
千
円

●
平
成
23
年
度
伊
達
市
月
舘
簡
易
水
道
事
業
特

　

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
の
主
な
補
正
は
、
事
業
費
精
査
に
よ
る

国
庫
補
助
金
の
増
額
、
一
般
会
計
繰
入
金
等
の

増
額
及
び
市
債
の
減
額
に
よ
る
補
正
。

　

歳
出
で
は
、
事
業
費
精
査
に
よ
る
建
設
改
良

費
の
減
額
及
び
公
債
費
の
減
額
に
よ
る
補
正
。

　

補
正
総
額　

１
３
３
万
２
千
円

●
平
成
23
年
度
伊
達
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

歳
入
の
主
な
補
正
は
、
下
水
道
使
用
料
の
減

額
、
災
害
復
旧
費
国
庫
負
担
金
の
減
額
、
一
般

会
計
繰
入
金
の
追
加
、
雑
入
の
追
加
、
下
水
道

事
業
債
の
減
額
及
び
災
害
復
旧
事
業
債
の
減
額

等
に
よ
る
補
正
。

　

歳
出
で
は
、
下
水
道
管
理
費
の
減
額
、
下
水

道
建
設
費
の
減
額
及
び
下
水
道
災
害
復
旧
費
の

減
額
に
よ
る
補
正
。

　

補
正
総
額　

減
額
１
７
９
９
万
２
千
円

●
平
成
23
年
度
伊
達
市
粟
野
地
区
農
業
集
落
排

　

水
処
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

歳
入
は
、
財
政
調
整
基
金
利
子
の
追
加
に
よ

る
補
正
。

　

歳
出
は
、
財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
追
加
に

よ
る
補
正
。

　

補
正
総
額　

増
額
８
万
７
千
円

●
平
成
23
年
度
伊
達
市
月
舘
宅
地
造
成
事
業
特

　

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

宅
地
売
払
収
入
の
減
額
に
伴
う
一
般
会
計
繰

入
金
の
補
正
。

　

補
正
総
額　

減
額
２
５
万
８
千
円

●
平
成
23
年
度
伊
達
市
梁
川
財
産
区
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

基
金
利
子
額
の
確
定
に
よ
る
補
正
。

　

補
正
総
額　

増
額
２
千
円

●
平
成
23
年
度
伊
達
市
白
根
財
産
区
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

基
金
利
子
額
の
確
定
に
よ
る
財
源
調
整
。

　

補
正
総
額　

変
更
な
し

●
平
成
23
年
度
伊
達
市
富
野
財
産
区
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

基
金
利
子
額
の
確
定
に
よ
る
補
正
。

　

補
正
総
額　

増
額
４
千
円

●
平
成
23
年
度
富
成
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予

　

算
（
第
２
号
）

　

基
金
利
子
額
の
確
定
に
よ
る
補
正
。

　

補
正
総
額　

増
額
２
万
９
千
円

●
平
成
23
年
度
伊
達
市
大
字
掛
田
財
産
区
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

基
金
利
子
額
の
確
定
に
よ
る
財
源
調
整
。

　

補
正
総
額　

変
更
な
し

●
平
成
23
年
度
伊
達
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予

　

算
（
第
３
号
）

　

収
益
的
収
入
の
主
な
補
正
は
、
雑
収
益
等
の

増
額
に
よ
る
補
正
。

　

資
本
的
収
入
の
主
な
補
正
は
、
工
事
負
担
金

等
の
減
額
に
よ
る
補
正
。

　

資
本
的
支
出
の
主
な
補
正
は
、
配
水
施
設
整

備
費
等
の
減
額
に
よ
る
補
正
。

　

補
正
総
額

　
　

収
益
的
収
入　

増
額
１
８
０
６
万
８
千
円

　
　

資
本
的
収
入　

減
額
７
１
２
万
８
千
円

　
　

資
本
的
支
出　

減
額
３
１
１
２
万
９
千
円

■

当
初
予
算

●
平
成
24
年
度
伊
達
市
一
般
会
計
予
算

　

予
算
総
額　

４
８
７
億
８
０
０
７
万
円

　

前
年
度
比　

増
額
２
１
８
億
８
７
５
７
万
円

　

放
射
能
対
策
事
業
費　

２
３
８
億
９
２
５
４

万
１
千
円

　

放
射
能
対
策
事
業
以
外　

２
４
８
億
８
７
５

２
万
９
千
円

　

前
年
度
比　

減
額
20
億
４
９
７
万
１
千
円

●
平
成
24
年
度
伊
達
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

　

計
予
算

　

予
算
総
額　

76
億
１
８
８
４
万
５
千
円

　

前
年
度
比　

減
額
８
３
７
４
万
円

●
平
成
24
年
度
伊
達
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

　

会
計
予
算

　

予
算
総
額　

６
億
２
４
５
８
万
５
千
円

　

前
年
対
比　

増
額
１
４
０
１
万
９
千
円

●
平
成
24
年
度
伊
達
市
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

　

予
算
総
額　

52
億
９
０
５
８
万
１
千
円

　

前
年
度
比　

増
額
２
億
５
８
７
６
万
円

●
平
成
24
年
度
伊
達
市
梁
川
簡
易
水
道
事
業
特

　

別
会
計
予
算

　

予
算
総
額　

１
億
６
５
７
２
万
円

　

前
年
度
比　

減
額
３
０
９
９
万
４
千
円

●
平
成
24
年
度
伊
達
市
月
舘
簡
易
水
道
事
業
特

　

別
会
計
予
算

　

予
算
総
額　

１
億
９
５
１
６
万
５
千
円　
　

　

前
年
度
比　

増
額
８
３
０
万
７
千
円

●
平
成
24
年
度
伊
達
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別

　

会
計
予
算

　

予
算
総
額　

12
億
２
４
８
２
万
２
千
円

　

前
年
度
比　

増
額
５
０
８
８
万
４
千
円

●
平
成
24
年
度
伊
達
市
粟
野
地
区
農
業
集
落
排

　

水
処
理
事
業
特
別
会
計
予
算

　

予
算
総
額　

１
４
２
６
万
６
千
円

　

前
年
度
比　

減
額
２
６
万
２
千
円

●
平
成
24
年
度
伊
達
市
工
業
団
地
特
別
会
計
予
算

　

予
算
総
額　

６
１
１
万
円

　

前
年
度
比　

増
額
３
千
円

●
平
成
24
年
度
伊
達
市
月
舘
宅
地
造
成
事
業
特

　

別
会
計
予
算

　

予
算
総
額　

１
１
４
０
万
２
千
円

●
平
成
24
年
度
伊
達
市
各
財
産
区
特
別
会
計
予
算

　

予
算
総
額　

１
２
５
６
万
９
千
円

　

前
年
度
比　

増
額
２
５
万
４
千
円

　

（
14
財
産
区
）

●
平
成
24
年
度
伊
達
市
水
道
事
業
会
計
予
算

　

予
算
総
額　

22
億
１
２
４
万
円

　

前
年
度
比　

増
額
９
２
３
万
３
千
円

　

（
収
益
的
支
出　

14
億
５
６
２
４
万
９
千
円

　

資
本
的
支
出
７
億
４
４
９
９
万
１
千
円
）

■

人
　
事

●
伊
達
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

　

選
任
に
つ
き
議
会
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

　

つ
い
て

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
石
川
金
吾
さ
ん
（
保
原
町
）、
菅

井
壽
さ
ん
（
梁
川
町
）、
羽
賀
芳
一
さ
ん
（
伊

達
町
）
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
議
会

　

の
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
法
務

大
臣
に
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
を
推
薦
す
る

に
あ
た
り
、
馬
場
誠
さ
ん
（
月
舘
町
）
を
適
任
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で
あ
る
と
し
て
、
推
薦
し
ま
し
た
。

●
伊
達
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
議

　

会
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
大

田
康
一
さ
ん
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

■

そ
の
他

●
伊
達
市
指
定
金
融
機
関
の
指
定
に
つ
い
て

　

２
年
交
替
の
指
定
金
融
機
関
の
交
替
時
期
を

４
月
１
日
か
ら
10
月
１
日
に
変
更
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
し
ま
し
た
。

■

決
　
算

●
平
成
23
年
度
伊
達
市
病
院
事
業
会
計
決
算
認

　

定
に
つ
い
て

●
平
成
23
年
度
伊
達
市
訪
問
看
護
事
業
会
計
決

　

算
認
定
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
９
月
を
も
っ
て
両
事
業
会
計
と
も

終
了
し
、
決
算
が
認
定
に
付
さ
れ
、
い
ず
れ
の

会
計
も
認
定
す
る
も
の
と
し
ま
し
た
。

■

議
員
発
議

　

３
月
定
例
会
で
可
決
し
た
次
の
意
見
書
を
政

府
関
係
機
関
等
に
提
出
し
ま
し
た
。

●
「
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
案
」
の
拡
充

　

及
び
早
期
成
立
を
求
め
る
意
見
書

内
容

１
、
福
島
県
が
取
り
組
む
１
８
歳
以
下
の
医
療

　

費
無
料
化
に
つ
い
て
、
永
続
的
に
取
り
組

　

め
る
よ
う
、
基
金
の
特
例
等
の
必
要
な
措

　

置
に
つ
い
て
明
記
す
る
こ
と
。

２
、
放
射
線
被
ば
く
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る

　

健
康
被
害
が
将
来
発
生
し
た
場
合
、
医
療
や

　

福
祉
等
に
わ
た
る
措
置
を
総
合
的
に
講
じ
る

　

旨
、
明
記
す
る
こ
と
。

３
、
除
染
に
伴
い
生
じ
た
廃
棄
物
を
保
管
す
る

　

た
め
の
中
間
貯
蔵
施
設
の
設
置
に
あ
た
っ
て

　

は
、
当
該
施
設
を
最
終
処
分
場
と
し
な
い
こ

　

と
を
明
文
化
す
る
と
と
も
に
、
施
設
整
備
に

　

必
要
な
法
制
上
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

４
、
復
興
交
付
金
の
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
原

　

子
力
災
害
と
い
う
特
殊
事
情
を
十
分
踏
ま

　

え
、
交
付
金
の
対
象
地
域
に
福
島
県
内
の
全

　

べ
て
の
地
域
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

　

の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
対
象
事
業
に

　

つ
い
て
は
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
わ
た
り

　

柔
軟
に
活
用
で
き
る
旨
、
明
記
す
る
こ
と
。

●
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
早
期
発
効

　

を
求
め
る
意
見
書

１
、
福
島
県
の
最
低
賃
金
を
「
雇
用
戦
略
対

　

話
」
に
お
け
る
政
労
使
合
意
内
容
に
沿
っ
た

　

引
き
上
げ
を
図
る
こ
と
。

２
、
一
般
労
働
者
の
賃
金
引
上
げ
が
４
月
で
あ

　

る
こ
と
か
ら
、
福
島
県
最
低
賃
金
の
改
定
諮

　

問
を
早
期
に
行
い
、
発
効
日
を
早
め
る
こ

　

と
。

●
防
災
対
策
な
ど
住
民
の
安
心
・
安
全
を
支
え

　

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
・
機
能
の
維
持
を

　

求
め
る
意
見
書

１
、
防
災
対
策
な
ど
住
民
の
安
心
・
安
全
を
確

　

保
す
る
た
め
に
、
必
要
な
国
の
出
先
機
関
・

　

独
立
行
政
法
人
の
体
制
・
機
能
の
維
持
を
図

　

る
こ
と
。

２
、
国
土
交
通
省
各
出
先
機
関
を
は
じ
め
、
国

　

の
出
先
機
関
の
廃
止
又
は
地
方
移
譲
に
つ
い

　

て
は
、
拙
速
に
結
論
を
出
す
こ
と
を
避
け
、

　

国
民
生
活
に
対
す
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

　

ト
、
財
源
問
題
、
広
域
的
危
機
管
理
対
応
な

　

ど
の
情
報
を
事
前
に
開
示
し
、
全
国
の
市
町

　

村
を
含
め
て
十
分
な
議
論
を
経
た
後
に
結
論

　

を
出
す
こ
と
。
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採決の結果 請　願　件　名 請　願　者

採　択
伊達市保原町一級河川古川
東側市道西町６号線の道路
舗装整備に関する請願書

伊達市保原町字西町
西町町内会長　安倍幸夫
ほか90名

不採択
「特例水準解消」による公
的年金削減に反対する意見
書の提出を求める請願書

全日本年金者組合伊達支部
支部長　菅野顕光

採　択
市道棚塚線視距改良につい
ての請願書

伊達市梁川町大関字鹿の子
町内会長　小賀坂祐逸
ほか１町内会長

採　択 市道34151号の整備に関す
る請願書

伊達市保原町所沢字大黒内
町内会長　佐藤義信

採　択 日向前団地全域の除染を実
施することに関する請願書

伊達市霊山町掛田
日向前団地行政区長　菅野光雄

採　択
特定避難勧奨地点のある地
区の税目等及び医療費の免
除を求める請願書

伊達市霊山町
上小国区民会
会長　菅野康男
ほか１区民会長、２区長１地区住民代表

採　択
福島県最低賃金の引き上げ
と早期発効を求める意見書
提出の請願について

日本労働組合総連合会福島県連合会
伊達地区連合会議長　萩原善徳

不採択

子どもたちが水害への不安
を持たずに、安心して学ぶ
ことができる梁川小学校建
設に関する請願書

伊達市梁川町
萩原征治
ほか17名

採決の結果 陳　情　件　名 陳　情　者

採　択

防災対策など住民の安心・
安全を支える行政サービス
の体制・機能の充実を求め
る陳情書

国土交通労働組合東北地方協議会
議長　後藤明広

趣旨採択

特定避難勧奨地点地区、伊
達市霊山町上小国中島方部
会の宅地除染にともなう仮
置き場設置等についての陳
情書

伊達市霊山町
上小国中島方部会
会長　菅野喜周
ほか２副会長

採　択
「福島復興再生特別措置法
案」の拡充及び早期成立を
求める陳情書

伊達市保原町
大竹進二

　３月定例会で受理した請願８件、陳情３件でした。所管の委員
会に付託して審査し、委員長が本会議に審査結果を報告、採決の
結果は以下のとおりです。

みなさんからの請願・陳情

請　願

陳　情



　　　　　議案等

議席番号　　　　
議員名　　　　　

議案第８号伊達
市税条例の一部
を改正する条例

議案第11号伊達
市介護保険条例
の一部を改正す
る条例

議案第35号平成
24年度伊達市一
般会計予算

議案第38号平成
24年度介護保険
特別会計予算

請願第２号「特
例水準解消」に
よる公的年金削
減に反対する意
見書の提出を求
める請願書

請願第８号子供
たちが水害への
不安を持たず
に、安心して学
ぶことができる
梁川小学校建設
に関する請願書

１　菅野　喜明 ○ ○ ● ○ ● ○
２　佐藤　直毅 ○ ○ ○ ○ ● ●
３　丹治千代子 ○ ○ ○ ○ ● ●
４　大和田俊一郎 ○ ○ ○ ○ ● ●
５　菊地　邦夫 ○ ○ ○ ○ ● ●
６　佐々木　彰 ○ ○ ○ ○ ● ●
７　大橋　良一 ○ ○ ○ ○ ● ●
８　小野　誠滋 ○ ○ ○ ○ ● ●
９　佐藤　　実 ○ ○ ○ ○ ● ●
10　大條　一郎 ○ ○ ○ ○ ● ●
11　菅野與志昭 ○ ○ ○ ○ ● ●
12　中村　正明 ○ ○ ● ○ ● ○
13　安藤　喜昭 ○ ○ ○ ○ ● ●
14　高橋　一由 ○ ○ ● ○ ● ○
15　熊田　昭次 ○ ○ ○ ○ ● ●
16　清野　公治 ○ ○ ○ ○ ● ●
17　佐々木英章 ● ● ○ ● ○ ●
18　菅野　富夫 ● ● ○ ● ○ ●
19　原田　建夫 ○ ○ ○ ○ ● ●
20　半澤　　隆 ○ ○ ○ ○ ● ●
21　滝澤　福吉 ○ ○ ○ ○ ● ●
22　八巻　善一 ○ ○ ● ○ ● ○
23　松本　善平 ○ ○ ○ ○ ● ●
24　佐藤　　勲 ○ ○ ○ ○ ● ●
25　齋藤　和人 ○ ○ ○ ○ ● ●
26　吉田　一政 議長は採決に加わらない

賛成：反対 賛成23：反対２ 賛成23：反対２ 賛成21：反対４ 賛成23：反対２ 賛成２：反対23 賛成４：反対21
議 決 結 果 可　決 可　決 可　決 可　決 不採択 不採択

2012年6月14日発行　伊達市議会だよりvol.26　 10

市
議
会
だ
よ
り

vo
l.2

6
 2012.6.1

4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　■

発
行
　
議
会
広
報
委
員
会

〒
960-0692　福

島
県

伊
達

市
保

原
町

字
舟

橋
180番

地（
伊

達
市

役
所

本
庁

舎
）

　☎
024-575-1217　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　http://w
w
w
.city.date.fukushim

a.jp/　
　
　 印

刷
・
製
本
／
阿
喜
印
刷
所

　

三
月
定
例
会
に
お
い
て
、
24

年
度
一
般
会
計
予
算
と
し
て
４

８
７
億
円
、
前
年
比
81
・
４
％

増
と
い
う
過
去
最
大
の
予
算
を

可
決
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
放

射
能
対
策
費
に
２
３
８
億
円
が

投
入
さ
れ
ま
す
。

　

霊
山
こ
ど
も
の
村
で
は
、
震

災
後
の
入
園
者
は
一
桁
台
と
い

う
日
々
が
続
い
て
い
ま
し
た
、

昨
年
か
ら
除
染
作
業
が
行
わ

れ
、
一
部
の
施
設
利
用
が
可
能

と
な
り
４
月
28
日
再
オ
ー
プ
ン

と
な
り
ま
し
た
。
こ
ど
も
の
日

に
は
桜
の
花
が
満
開
の
中
、

約
１
３
０
人
の
入
場
者
が
訪

れ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
の
屋
内

は
も
ち
ろ
ん
、
屋
外
で
も
シ
ャ

ボ
ン
玉
つ
く
り
な
ど
を
楽
し
む

子
供
た
ち
の
姿
が
久
し
ぶ
り
に

こ
ど
も
の
村
に
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
本
来
の
役
目
を
取
り
戻
し

つ
つ
あ
る
こ
ど
も
の
村
を
見
る

こ
と
に
よ
り
、
放
射
能
対
策
予

算
が
速
や
か
に
執
行
さ
れ
、
一

日
も
早
く
震
災
前
の
日
常
を
取

り
戻
す
こ
と
の
重
要
性
を
再
確

認
し
ま
し
た
。

　平成24年４月12日木曜日、須賀川市岩瀬支所に
おいて、第158回福島県市議会議長会総会が開催さ
れ、福島県市議会議長会副会長に吉田一政伊達市議
会議長が選出されました。

県市議会議長会副会長に吉田議長

伊達市監査委員に大條議員
人事案件
　伊達市監査委員の議会同意を求めることについて
伊達市議会議員大條一郎議員の選任に同意しました。

　１月28日及び１月29日５
班に分かれ各会場（伊達学
習交流館、梁川農村環境改
善センター、山舟生林業構
造改善センター、富野農業
研修センター、保原中央公
民館、柱沢公民館、富成公
民館、霊山中央公民館、霊

山ふれあいセンター、石戸ふれあいセンター）で開催し
ました。さらに２月４日には５班に分かれ、特別避難勧
奨地点を抱える地域にて意見交換を開催し、市民の声を
市への施策に反映すべく議会として市当局に働きかけを
しています。今後も市民とともに歩む議会をめざしてい
きます。

３月定例会賛否一覧表


